
令和２年度当初予算のポイント

【市長記者会見資料】

『住みやすさ日本一』の実現へ
久留米市をすべての人が安心して幸せに暮らせるまちにするために、３つのまちづくりに取り組みます。

令和2年2月19日

久留米市

まち しごとひと
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久留米市では、市民一人ひとりが主役となり、全ての市民が元気
に明るく暮らせるまちづくりや夢と希望を実現する生活空間づくりを
進めます。
その集大成として令和2年度も引き続き、 『住みやすさ日本一』

の実現に向け、大きく3つのまちづくりに力を入れていきます。

① 暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

② 安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 地方創生・経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

このような基本的な考え方のもとで、特に重点的に取り組んでいく
分野を中心に予算を編成しました。

予算編成方針



１．予算の特徴

令和元年度3月補正予算と令和2年度当初予算を一体的に編成
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令和元年度3月補正予算（国補正など活用分） 令和2年度当初予算

令和2年度予算から前倒し

3月補正予算（国補正など活用分）で行う主な事業

●教育ICT活用事業（GIGAスクール構想）

●学校施設の整備充実事業（学校施設の長寿命化ほか）

●バイオ産業振興事業（新バイオインキュベーション施設）など
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45億6千万円

1,342億7千万円



２．予算の規模

○ 令和２年度一般会計の予算規模は、1,342億7千万円 3月補正を含めた予算規模は、 1,388億3千万円

区 分 令和2年度 令和元年度 増減 伸び率

一般会計 1,342億7千万円 1,341億5千万円 1億2千万円 0.1％

歳入

●市税は、 個人市民税や固定資産税の増加を見込み、増加
411億4千万円（5千万円・0.1%）

●寄附金は、ふるさと久留米応援寄附金の増加を見込み、増加
11億3千万円（5億6千万円・96.7%）

●地方交付税は、合併算定替の増額支援が終了したことに伴い、
減少
192億5千万円（△2億3千万円・△1.2%）

●分担金及び負担金は、幼児教育無償化に伴う保育所運営費
保護者負担の減少を見込み、減少
8億3千万円（△3億9千万円・△31.8%）

●繰入金は、合併時に積立てて活用した振興基金の終了などに
伴い、減少
58億6千万円（△6億2千万円・△9.6%）

●諸収入は、プレミアム付商品券の販売終了などに伴い、減少
38億9千万円（△16億2千万円・△29.4%）

歳出（性質別）

●人件費は、会計年度任用職員の制度移行などに伴い、増加
171億4千万円（24億1千万円・16.3%）
※物件費計上分の非常勤職員等の賃金 ⇒ 人件費計上

●扶助費は、子育て支援施設利用給付費や障害児通所支援給付費
などの増加を見込み、増加
427億7千万円（16億6千万円・4.0%）

●積立金は、ふるさと久留米応援基金に係る積立金が、増加
12億5千万円（5億4千万円・75.3%）

●物件費は、会計年度任用職員の制度移行などに伴い、減少
173億3千万円（△26億4千万円・△13.2%）

●補助費等は、プレミアム付商品券の販売終了などに伴い、減少
148億7千万円（△20億2千万円・△12.0%）

増減要因 《当初予算分析》 令和2年度当初予算額、（ ）内は、対前年度増減額・伸率を表します。
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３．予算の姿 ◇ 会計別予算総括表 ◇

令和2年度 令和元年度

当初予算額(A) 当初予算額(B) 増減額(A-B) 増減率

250,257,000 246,046,000 4,211,000 1.7

134,270,000 134,150,000 120,000 0.1

国民健康保険事業 33,846,000 32,770,000 1,076,000 3.3

競輪事業 22,100,000 22,412,000 △ 312,000 △ 1.4

卸売市場事業 341,000 416,000 △ 75,000 △ 18.0

住宅新築資金等貸付事業 9,000 9,000 0 0.0

市営駐車場事業 113,000 91,000 22,000 24.2

介護保険事業 27,486,000 26,338,000 1,148,000 4.4

農業集落排水事業 288,000 250,000 38,000 15.2

特定地域生活排水処理事業 221,000 230,000 △ 9,000 △ 3.9

後期高齢者医療事業 4,482,000 4,542,000 △ 60,000 △ 1.3

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 135,000 132,000 3,000 2.3

計 89,021,000 87,190,000 1,831,000 2.1

水道事業 8,001,000 7,509,000 492,000 6.6

下水道事業 18,965,000 17,197,000 1,768,000 10.3

計 26,966,000 24,706,000 2,260,000 9.1

公営企業会計

比　 　較
区  　　　分

特

別

会

計

久留米市予算総額

一　般　会　計
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自主財源

56,758

42.2%

依存財源

77,512

57.8%

市税

41,137

30.6%

諸収入

3,886

2.9%

その他

11,735

8.7%市債

10,811

8.1%

国庫支出金

27,622

20.6%

地方交付税

19,253

14.3%

県支出金

11,072

8.2%

譲与税・交付金

8,754

6.6%

歳入総額
134,270

（単位:千円,％）

対前年度

構成比 構成比 伸  率

1 市税 41,137,003 30.6 41,088,003 30.6 0.1

2 地方譲与税 862,520 0.6 848,000 0.6 1.7

3 利子割交付金 44,000 0.0 74,000 0.1 △ 40.5

4 配当割交付金 132,000 0.1 175,000 0.1 △ 24.6

5 株式等譲渡所得割交付金 65,000 0.1 164,000 0.1 △ 60.4

6 法人事業税交付金 398,000 0.3 0 0.0 皆増

7 地方消費税交付金 6,653,000 5.0 5,402,000 4.0 23.2

8 ゴルフ場利用税交付金 8,000 0.0 8,000 0.0 0.0

9 環境性能割交付金 107,000 0.1 89,000 0.1 20.2

10
国有提供施設等所在

市町村助成交付金
116,000 0.1 116,000 0.1 0.0

11 地方特例交付金 301,000 0.2 733,000 0.6 △ 58.9

12 地方交付税 19,253,000 14.3 19,484,000 14.5 △ 1.2

13 交通安全対策特別交付金 67,000 0.1 67,000 0.1 0.0

14 分担金及び負担金 827,480 0.6 1,213,854 0.9 △ 31.8

15 使用料及び手数料 2,630,702 2.0 2,667,042 2.0 △ 1.4

16 国庫支出金 27,622,209 20.6 26,358,341 19.7 4.8

17 県支出金 11,072,048 8.2 11,009,084 8.2 0.6

18 財産収入 582,432 0.4 511,869 0.4 13.8

19 寄附金 1,134,451 0.8 576,661 0.4 96.7

20 繰入金 5,859,649 4.4 6,479,454 4.8 △ 9.6

21 繰越金 700,000 0.5 700,000 0.5 0.0

22 諸収入 3,886,106 2.9 5,507,392 4.1 △ 29.4

23 市債 10,811,400 8.1 10,734,300 8.0 0.7

自動車取得税交付金 0 0.0 144,000 0.1 皆減

134,270,000 100.0 134,150,000 100.0 0.1

令和2年度予算額 令和元年度予算額
区　　　　分

合　　　計

◇ 一般会計歳入 ◇

【その他の内訳】
・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入
・寄附金
・繰入金

・繰越金

【譲与税・交付金の内訳】
・地方譲与税
・利子割交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・法人事業税交付金
・地方消費税交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・環境性能割交付金
・国有提供施設等所在

市町村助成交付金
・地方特例交付金
・交通安全対策特別交付金

【単位：百万円】
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◇ 一般会計歳出（目的別）◇

（単位:千円,％）

対前年度

構成比 構成比 伸  率

1 議会費 652,199 0.5 668,238 0.5 △ 2.4

2 総務費 11,497,802 8.6 10,843,697 8.1 6.0

3 民生費 62,240,124 46.3 60,309,733 44.9 3.2

4 衛生費 9,431,750 7.0 9,035,778 6.7 4.4

5 労働費 231,842 0.2 261,380 0.2 △ 11.3

6 農林水産業費 3,591,024 2.7 3,887,952 2.9 △ 7.6

7 商工費 4,565,132 3.4 6,758,965 5.0 △ 32.5

8 土木費 10,779,987 8.0 11,794,127 8.8 △ 8.6

9 消防費 3,578,372 2.7 3,564,644 2.7 0.4

10 教育費 14,220,184 10.6 13,627,252 10.2 4.4

11 災害復旧費 2 0.0 2 0.0 0.0

12 公債費 13,316,980 9.9 13,263,625 9.9 0.4

13 諸支出金 14,602 0.0 14,607 0.0 △0.0

14 予備費 150,000 0.1 120,000 0.1 25.0

134,270,000 100.0 134,150,000 100.0 0.1

令和2年度予算額 令和元年度予算額
区　　　　分

合　　　計

民生費

62,240

46.3%

公債費

13,317

9.9%

教育費

14,220

10.6%

土木費

10,780

8.0%

総務費

11,498

8.6%

衛生費

9,432

7.0%

商工費

4,565

3.4%

農林水産業費

3,591

2.7%

消防費

3,578

2.7%

議会費

652

0.5%
その他

397

0.3%

歳出総額
134,270

【単位：百万円】

【その他の内訳】
・労働費
・災害復旧費
・諸支出金
・予備費
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◇ 一般会計歳出（性質別）◇

義務的経費

73,225

54.6%

その他の経費

61,045

45.4%

扶助費

42,774

31.9%

人件費

17,136

12.8%公債費

13,315

9.9%

貸付金

2,625

1.9%

その他

3,295

2.4%

繰出金

10,955

8.2%

普通建設事業

11,970

8.9%

補助費等

14,867

11.1%

物件費

17,333

12.9%

歳出総額

134,270

（単位:千円,％）

対前年度

構成比 構成比 伸  率

人件費 17,136,259 12.8 14,729,044 11.0 16.3

物件費 17,333,052 12.9 19,973,648 14.9 △ 13.2

維持補修費 1,608,756 1.2 1,666,863 1.2 △ 3.5

扶助費 42,773,795 31.9 41,109,835 30.6 4.0

補助費等 14,867,049 11.1 16,885,042 12.6 △ 12.0

公債費 13,314,659 9.9 13,259,419 9.9 0.4

積立金 1,251,457 0.9 714,020 0.5 75.3

投資及び出資金 284,902 0.2 185,207 0.1 53.8

貸付金 2,625,380 1.9 2,660,380 2.0 △ 1.3

繰出金 10,954,865 8.2 10,682,080 8.0 2.6

普通建設事業 11,969,824 8.9 12,164,460 9.1 △ 1.6

　 補助事業 6,168,481 4.6 6,230,252 4.7 △ 1.0

　 単独事業 5,801,343 4.3 5,934,208 4.4 △ 2.2

災害復旧事業 2 0.0 2 0.0 0.0

予備費 150,000 0.1 120,000 0.1 25.0

134,270,000 100.0 134,150,000 100.0 0.1

令和2年度予算額 令和元年度予算額
区　　　　分

合　　　計

【その他の内訳】
・維持補修費
・積立金
・投資及び出資金
・災害復旧事業
・予備費

【単位：百万円】

※ 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、これまで物件費に計上
していた臨時・非常勤職員の賃金等については、報酬・給与等として人件費に計上しています。
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４．財政状況
令和2年度当初予算時点における主要4基金※の活用額は、40億円としています。なお、決算時点での基金取り崩し額が極力少なくなるよう、

予算執行においてはさらなる創意工夫を図り、事務事業の経費節減に努めます。

また、市債の発行にあたっては、交付税措置のある有利な地方債から優先的に活用し、可能な限り実質的な市債残高を抑制するよう努めます。
※主要4基金とは、財政調整基金・都市建設基金・減債基金・土地開発基金のことです。

項  目 元年度末残高見込 2年度積立額 2年度取崩額 2年度末残高見込

基金合計 174億4千万円 12億6千万円 58億4千円 128億6千万円

うち主要4基金 108億7千万円 6千万円 40億円 69億3千万円

①基金の状況

※令和2年度当初予算：主要4基金40億円の取り崩し。
※令和元年度末残高 ：活用期限を迎えた振興基金(R1終了)や財政調整基金などの取崩しを見込んだ残高。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

232 243
280

247 245 231
215 204

174

129

≪基金残高（一般会計）１０ヵ年の推移≫

※H30までは決算、R1は上段が見込みで下段（ ）は当初予算ベース、R2は当初予算ベース

（136）

（単位：億円）
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②市債の状況

※令和2年度末の市債残高見込は、市民一人あたり約46.2万円。
※臨時財政対策債を除く負担は、市民一人あたり約28.9万円。

なお、通常債等は合併特例債など地方交付税による財源措置があるものも含まれます。
※令和2年2月1日人口 304,865人で算定。

項  目 元年度末残高 2年度借入額 2年度償還額 2年度末残高見込

市債 1,426億5千万円 108億1千万円 126億円 1,408億6千万円

うち臨時財政対策債※ 527億7千万円 41億3千万円 40億4千万円 528億6千万円

差引通常債など 898億8千万円 66億8千万円 85億6千万円 880億円

◇地方債区分ごとの借入状況（当初予算ベース）◇

元年度予算 2年度予算 増減

66億6千万円 66億8千万円 2千万円

うち通常債 65億5千万円 66億8千万円 1億3千万円

うち合併特例債 1億1千万円 ー △1億1千万円

40億7千万円 41億3千万円 6千万円

107億3千万円 108億1千万円 8千万円

地方債区分

通常債等(建設地方債)

臨時財政対策債

合   計

※臨時財政対策債…形式的には自治体が地方債を発行するが、償還に要する費用は後年度の地方交付税
で全額措置されるため、実質的には交付税の代替財源とみることができる。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

855 843 840 858 961 930 940 917 899 880

344 385 424 455
479 495 510 526 528 529

1199
1228 1264 1313

1440 1425 1450 1443 1427 1409

≪市債残高（一般会計）１０ヵ年の推移≫

通常債等 臨時財政対策債

※H30までは決算、R1は見込み、R2は当初予算ベース

（単位：億円）



〔参考〕 経常収支比率と合併算定替の現状
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経常収支比率の推移

久留米市 中核市

財政運営の展望

● 平成30年度の経常収支比率は、前年度から0.6ポイント上昇し、財政の硬直化が一層進行
● 市の財政状況は一層厳しくなる

・ 地方交付税算定の特例である合併算定替の措置が令和元年度で終了
・ 老朽化が進んだ公共施設の維持管理経費が大きな負担

〇 今後は…
⇒ 更なる事業の厳選や抜本的な見直しを進め、これまで以上に「歳入に見合う歳出予算」を久留米市全職員が意識
⇒ 公共施設最適化の取り組みやICTを活用した効率的な行政運営、時間外勤務の縮減など人件費を含めた経常経費の圧縮に努力
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５．まちづくりの柱

市民全てが久留米の優れた生活環境の恩恵を享受できるよう、地域の絆づくりを促し、市民の健康で安心な暮らしをしっかり支え
る政策に力を入れるとともに、子育て支援や教育、福祉施策の充実に取り組みます。また、あらゆる差別のない社会、男女共同参
画社会づくりを進めます。
【重点施策】 ①子どもの笑顔があふれるまちづくり ②健康で生きがいがもてるまちづくり ③人権の尊重、男女共同参画のまちづくり

重点分野１ 暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

県南の中核都市としての求心力向上を図るとともに、福岡都市圏の通勤圏としての機能向上にとどまらず、特徴ある豊かな資源
を活かして久留米市独自の魅力を高め、ここで暮らしたいと選んでいただける新しいまちづくりに取り組みます。
【重点施策】 ①快適な都市生活を支えるまちづくり ②都市開発・地域開発のまちづくり ③安全・安心なまちづくり

重点分野２ 安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

豊かな自然や高度な医療技術などの地域資源を活用するとともに、農業、工業や観光にも付加価値を加え、久留米ブランドとし
て情報発信し、人材や企業、雇用などを呼び込むことによって地域経済・産業の活性化や賑わいづくり、観光や文化芸術の振興に
取り組みます。
【重点施策】 ①地域経済を支えるまちづくり ②文化・芸術・スポーツとにぎわいのあるまちづくり

重点分野３ 地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

P12 以降

P29 以降

P20 以降



暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

① 子どもの笑顔があふれるまちづくり

６．重点分野毎の主な事業

12

教育ICT活用事業 2,962,871千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

国の「GIGAスクール構想」の実現へ
校内通信ネットワーク及び児童生徒１人１台学習用コンピュータの整備に取り組みます。

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

校内ネットワークの整備
小学校・中学校・特別支援学校・高校へ、通信環境の整備

新 2,648,451千円

児童生徒用学習用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの整備
国庫補助金を活用し、3クラスに2クラス分の端末を整備

国のロードマップに基づき、まずは小5・小6・中1を基本に導入予定
※３クラスに１クラス分の端末は、地方財政措置を活用し整備

新 244,620千円

学習用コンピュータ実証校
実証校（小中各1校）を指定して端末を先行配備(250台)

端末の大規模導入に備えて、授業活用や運用状況を調査研究

新 36,567千円

教育ICT活用推進校への端末配備
令和元年度から小・中各2校配備

9,790千円

教育ICT推進コーディネーター
教育ICT推進コーディネーターを配置(小学校1校・中学校10校）

新 17,726千円

は新規、 は拡充新 拡
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

① 子どもの笑顔があふれるまちづくり

小・中学校くるめ学力アップ推進事業 20,911千円

学力向上実践推進校（小学校2校・中学校1校）
授業づくりや指導力向上に向けた実践研究

9,189千円

学習習慣定着支援事業（小学校46校・中学校10校）
地域や学生等のボランティアを派遣して、放課後等に補充学習を実施

4,394千円

中学校放課後等学習会事業（７校）
地域学校協議会に放課後等学習運営委員会を設置し、放課後等に補充学習を実施

6,972千円

うち1校で、教員免許を有する講師を活用した学習会を実施

くるめ授業スタンダードアドバイザー
学識経験者の知見を活用して授業改善

新 356千円

中学校英語教育充実事業 25,093千円

スコア型英語4技能検定（GTEC）の実施
中学2年生を対象に「読む・聞く・書く・話す」の4技能を測定し、授業改善

※令和2年度のみ3年生も実施

新 22,602千円

国際化の進展に伴い、英語力向上のための授業改善を図ります。
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

① 子どもの笑顔があふれるまちづくり

学校施設の整備充実事業 3,433,787千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

京町小学校校舎改築事業 664,566千円

小・中学校空調機整備事業
既存教室改修に伴う空調機整備など

56,581千円

学校施設長寿命化事業
校舎外壁、屋体屋根改修など

199,281千円

小学校施設維持管理事業
屋外便所整備

55,443千円

京町小学校校舎改築事業 460,438千円

篠山小学校校舎改築事業 48,662千円

南小学校校舎増築事業 377,306千円

山川小学校校舎増築事業 300,565千円

三潴小学校校舎増築事業 198,872千円

西国分小学校校舎増築事業 201,615千円

小・中学校空調機整備事業
管理諸室や既存空調機の更新

8,912千円

学校施設長寿命化事業
校舎外壁、校舎防水、屋体屋根改修、剣道場床改修など

290,918千円

上津小学校給食室改修 179,201千円

西国分小学校給食室改修 16,286千円新モルタル剥落箇所の外壁改修 南小学校校舎増築イメージパース
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

① 子どもの笑顔があふれるまちづくり

奨学金返済費用を助成

対 象 者 ：久留米市内の保育施設等に就職（常勤）した
保育士

助成金額：返済対象月数×1万円（上限）
助成期間：最大3年間

待機児童対策事業 81,903千円

保育士人材確保対策補助金 39,191千円

保育士ＵＩＪターン就職支援補助金 1,000千円

潜在保育士就職支援給付金 1,450千円

送迎保育ステーション事業 13,750千円

3歳未満児保育所等入所確保事業費補助金
3歳未満児を積極的に受け入れる保育所等への助成

新 25,200千円

保育士奨学金返済支援費補助金
奨学金を返済するために要した費用の一部を助成

新 960千円

保育需要の受け皿確保・保育士の人材確保と離職防止を目的に、新たな待機児童対策に取り組みます。

3歳未満児受入を支援

対象事業：3歳未満児の基準年度からの受入増加数に応じて
補助金を交付

補助金額：0歳児1人あたり30万円
１・２歳児1人あたり15万円
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

① 子どもの笑顔があふれるまちづくり

学童保育所整備事業 131,165千円

山川校区学童保育所改築工事
定員76名増：84名 ⇒ 160名

119,837千円

西国分校区学童保育所民間施設改修・借上料 8,500千円

学童保育所運営事業 569,277千円

学童保育所運営委託
放課後等の児童の遊び場及び生活の場の提供、高学年児童の受入

569,263千円

子どもの貧困対策推進事業 3,806千円

子ども食堂事業費補助金 3,060千円

１階に学童保育所が整備される山川小学校
校舎増築のイメージパース
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

② 健康で生きがいがもてるまちづくり

健康増進（健康診査）事業 423,265千円

健康増進事業健康診査等委託 410,099千円

結核検診の撮影方法の変更に伴い、Ｒ2年度からは
、結核検診と肺がん検診を統合し、『肺がん（結核）
検診』として実施。
また、肺がん（結核）検診では二次読影を行い、結
核以外の疾患の早期発見にも繋げます。

予防接種費 1,054,886千円

特定感染症予防対策事業 48,387千円

ロタウイルスワクチン予防接種
ロタウイルスワクチン予防接種にかかる費用を助成

新 81,102千円

骨髄移植等後の予防接種の再接種費用助成
ワクチン効果が失われた20歳未満の者に対し、再接種費用を助成

新 663千円

風しん抗体検査事業（追加的対策対応分）
国の追加的対策に対応したクーポン券による受検促進

拡 34,121千円
【クーポン券送付対象者】
令和元年度は、S47.4.2～S54.4.1生まれの男性
令和２年度からは、S37.4.2～S47.4.1生まれの男性

【ロタウイルスワクチン予防接種】
対 象 者 ：R2.8.1以降生まれの乳幼児
対象月齢：生後6週から32週まで
なお、定期接種の対象となっていない7月以前生まれの者に
ついても市独自負担で無料接種
対 象 者 ：R2.4.2～7月生まれの乳幼児
※参考…令和2.10.1から定期接種化

【骨髄移植等後の再接種費用助成】
対 象 者 ：久留米市に住民登録がある20歳未満の者
助成内容：市が認定した予防接種の再接種にかかる費用
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

② 健康で生きがいがもてるまちづくり

支え合いの仕組みづくり事業 18,460千円

地域の多様な主体が参画し、支え合う仕組みづくりを推進します。

重症心身障害児・者地域生活支援事業 13,785千円

医療的ケア短期入所給付事業
生活介護等送迎時の看護師配置を独自加算

拡 10,043千円

生活困窮者自立支援事業 56,828千円

医療的ケア訪問看護事業 2,178千円

重症心身障害児・者地域生活支援委託 1,064千円

包括的支援体制構築事業
地域生活課題の解決を試みる仕組みづくりを推進

16,000千円

自立相談や家計改善をはじめ、関係機関と連携し、相談者に寄り添った切れ目のない支援を実施します。
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暮らし・教育（おもいやりと育み）のまちづくり

③ 人権の尊重、男女共同参画のまちづくり

人権の尊重関連事業 103,782千円

人権課題の解決に向け、地域や関係団体・学校等と連携して、啓発・教育などを推進します。

人権・同和対策事業 43,722千円 社会人権・同和教育事業 26,511千円

人権・同和教育事業 33,549千円

男女共同参画関連事業 94,831千円

男女共同参画社会の実現や、DV・性暴力の未然防止と被害者への適切な支援を行います。

男女共同参画行動計画の総合的推進 2,476千円

DV・性暴力対策推進事業 1,770千円

男女平等推進事業 10,045千円

ひとり親支援事業 47,466千円

DV対策支援事業 2,325千円

女性労働者の活躍促進事業 2,118千円
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

① 快適な都市生活を支えるまちづくり

※テーマや公募施設等については、今後変更の可能性があります。

拠点公園リニューアル整備事業 536千円新

百年公園等における民間活力の導入
公募選定委員会を設置し、民間事業者の公募実施

536千円

民間事業者の事業アイデアを活用し、都市公園の質・利便性の向上を図ります。

民間活力導入のイメージ

飲食施設（カフェ等）

レクリエーション施設
（運動施設）

飲食施設（カフェ等） アウトドア施設

中央公園公募箇所（予定）

百年公園公募箇所（予定） 合川緑地公募箇所（予定）
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

① 快適な都市生活を支えるまちづくり

公営住宅等建替事業 143,764千円

西鉄津福駅周辺市営住宅再編整備 調査・検討
官民連携による津福駅周辺の市営住宅再編整備可能性調査

新 18,100千円

歩きたくなるまちづくり事業 54,645千円

池町川緑道整備実施設計業務 8,000千円

久留米アリーナ周辺歩行動線整備 20,500千円

寺町地区プロムナード整備 26,000千円

環状道路整備事業 1,111,611千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

内環状道路整備事業
東櫛原町本町線

61,600千円 中環状道路整備事業
合川町津福今町線・東町太郎原町線

515,516千円

内環状道路整備事業 534,495千円
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

② 都市開発・地域開発のまちづくり

中心拠点・地域生活拠点整備事業 22,584千円

大善寺駅前交通広場等実施設計業務 20,000千円

鉄道駅周辺地区のポテンシャルを生かし、核となる駅の交通結節機能の強化を図ります。

大善寺駅

鉄道利用促進事業 122,862千円

交通事業者と連携し、既存鉄道網の維持や利用促進に取り組みます。

鉄道施設等耐震補強事業費補助金
西鉄久留米駅の耐震補強にかかる補助金

63,000千円

鉄道施設バリア解消促進等事業費補助金
西鉄大善寺駅のバリアフリー化にかかる補助金

新 53,500千円

駅舎のバリアフリー化の状況

●はバリアフリー済の駅舎

鉄道施設のバリアフリー化とは…「移動等円滑化の促進に関する基本方針（国）」に基づき、
1日平均利用者数3,000人以上の鉄道駅は原則バリアフリー
化が必要です。
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

防災対策強化事業 39,916千円

地域防災力の向上や防災機能の充実を図ります。

避難情報配信サービスの導入
避難情報を固定電話等による音声で配信

新 1,902千円

新 防災重点ため池対策事業 85,138千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

施設機能の適切な維持・補強、緊急時の迅速な避難行動につなげる対策に取り組みます。

令和２年度当初予算

ため池ハザードマップ作成業務
避難行動につなげる対策として、86箇所におけるハザードマップの作成

43,120千円

ため池耐震調査業務 16,800千円

令和元年度３月補正予算

ため池耐震調査業務
機能の適切な維持・補強に向けた耐震調査

25,200千円

防災重点ため池とは…決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、
人的被害を与えるおそれのあるため池のことです。
該当するため池は、久留米市ホームページの「防災重点
ため池マップ」で公表しています。

事前申込
登録

自動音声配信

災害対策本部支援システム

こちらは久留米市で
す。○○エリアに警
戒レベル４避難勧告
を発令します

携帯電話やスマートフォンを所有
していない情報弱者の方などへ、
固定電話等による自動音声配信

防災資機材・啓発品等の充実
救命胴衣等を消防団に配備

拡 4,899千円
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

市街地浸水対策事業 241,087千円 【内訳】 一般会計：107,050千円、下水道事業会計：134,037千円

国・県と連携して、浸水地区の特性に応じた対策を図るなど、被害軽減に取り組みます。

下弓削川流域浸水対策

下弓削川フラップゲート設置工事、貯留施設整備設計〔校庭等〕ほか

新 53,500千円
【内訳】 一般会計：20,500・下水道会計：33,000

金丸・池町川流域浸水対策

池町川フラップゲート設置工事、下水道雨水幹線整備設計ほか

新 68,000千円
【内訳】 一般会計：5,000・下水道会計：63,000

筒川浸水対策事業

浸水対策検討業務ほか

新 38,037千円
【内訳】 下水道会計：38,037

城島地区浸水対策
楢津工業団地ポンプ施設の実施設計

新 9,700千円
【内訳】 一般会計：9,700

田主丸地区浸水対策
高島用排水路改良計画の策定

新 10,000千円
【内訳】 一般会計：10,000

宮ノ陣地区浸水対策
大杜地区排水路改良工事

40,000千円
【内訳】 一般会計：40,000

陣屋川流域浸水対策
陣屋川フラップゲート設置工事ほか

21,000千円
【内訳】 一般会計：21,000

国・県・市で組織されている「浸水対策検討会」で浸水対策案
や役割分担を検討しています。
また、令和元年度に市独自で浸水対策を検討する「豪雨対策
プロジェクトチーム」が発足しました。

校庭を貯留施設とした整備イメージフラップゲート設置イメージ
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

老朽家屋等除却促進事業 35,640千円

老朽危険家屋等除却促進事業費補助金 30,000千円

特定空家等の調査・対策
特定空家等を認定し、必要に応じて行政代執行の実施

新 4,800千円

建築物アスベスト改修事業 1,250千円新

民間建築物吹付アスベスト含有調査補助金 1,250千円

アスベストを使用した建築物の実態把握を推進し、アスベスト飛散による健康被害を予防します。

対象建築物：吹付けアスベストが施工されているおそれのある住宅・建築物
対 象 経 費：吹付け建材中のアスベストの有無を調べるための調査に要する費用
補 助 金 額：10/10（上限額 25万円）
補 助 期 限：Ｒ2年度末までに完了するもの

特
定
空
家
等
の
認
定

所
有
者
な
し

所
有
者
あ
り

助
言
又
は
指
導

勧
告

命
令

行
政
代
執
行

略
式
代
執
行

特定空家等に対する措置の流れ

※写真は国土交通省出典 「目で見るアスベスト建材」を参照
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

校区コミュニティセンター等建築費補助事業 127,549千円

新築及び改修工事への助成 125,581千円

民間物件を活用した集会所の整備助成新 900千円 民間物件を活用した自治会集会所の整備を支援

対象経費：自治会集会所の整備に必要な初期設備費用
補助金額：補助対象経費の2/3補助（上限額30万円）

※但し、1自治会につき1回のみ

食品ロス・プラスチック廃棄物削減推進事業 2,925千円新

市民・事業者・行政が協働しながら、食品ロス・プラスチックごみの削減に取り組みます。

事業系食品ロスに係る実態調査
食品ロスの発生や処理方法など市内事業所にアンケート調査を実施

1,913千円

てまえどりキャンペーン事業
事業者と協働した「てまえどりキャンペーン」の実施・啓発

200千円

バイオマスプラスチックを配合したボランティアごみ袋の導入
バイオマス原料を配合したボランティアごみ袋の作成

812千円 てまえどり啓発ポップのイメージ（環境省作成）

まちづくり活動の拠点施設である校区コミュニティセンターや自治会集会所の建築及び整備を支援します。
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

上津クリーンセンター関連事業 187,015千円

プラント設備修繕料 147,905千円

温室効果ガス排出量の削減に取り組み、低炭素社会を推進します。

上津クリーンセンター
ZEB化関連事業 261,547千円

環境部庁舎ZEB化改修工事
断熱対策や高効率空調、LED照明など省エネ設備を導入

223,637千円

中央図書館ZEB化改修設計委託
自治体所有の既存図書館でのZEB認証は全国初

27,609千円

環境部庁舎 中央図書館
公共建築物ZEB化可能性調査委託

既存公共建築物のZEB化可能性調査等を実施

10,000千円

基本計画策定業務
施設更新に向けた基本計画の策定

33,308千円新

新

新
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

交通安全施設整備事業 121,700千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

未就学児安全対策
区画線・路面標示、反射鏡、防護柵等

12,000千円 歩道改良工事ほか（未就学児安全対策含む）109,700千円

学校周辺安全対策事業 69,300千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

通学路安全対策 50,000千円 通学路安全対策 11,000千円

ゾーン３０整備（大手町地区） 5,000千円

交通安全施設や歩道の整備、通学路の安全対策など、交通安全の確保に取り組みます。

整備前 整備後
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

① 地域経済を支えるまちづくり

バイオ産業振興事業 496,280千円 （令和元年度3月補正予算＋令和２年度当初予算）

令和元年度３月補正予算 令和２年度当初予算

バイオ産業振興事業費補助金
理化学研究所等との連携事業支援ほか

86,627千円

地域経済を支える産業の集積を進め、雇用創出を図るための受け皿として産業団地の整備を進めます。

新インキュベーション施設整備補助金
福岡県と共に久留米リサーチ・パークが行う新施設整備への支援

新 398,362千円

研究開発から実用化まで一貫して支援する最先端バイオ技術に対応した施設整備を支援

【整備概要】

総事業費：1,047,673千円（うち久留米市負担：398,362千円） ※福岡県、久留米市、久留米リサーチ・パークで約1/3ずつ負担
設備概要：鉄筋コンクリート5階建、貸試験室、貸工場、開放型実験施設など

新産業・新技術支援事業 68,945千円

新産業団地整備事業 71,022千円

地域エネルギー開発支援事業 20,000千円 久留米市ものづくり支援事業 18,528千円

バイオ技術を核とする新産業の創出やベンチャー企業等の集積を推進します。
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

① 地域経済を支えるまちづくり

地域企業育成事業 13,150千円

ＩＴ活用促進事業
ＩＴ導入・検討をしている企業に対し、専門人材の派遣などを支援

新 3,000千円

事業継続力強化促進奨励金
中小企業者の防災・減災に対する取り組みを支援

新 5,000千円 災害リスクに対応した事業継続力の強化に取り組む中小企業者を支援

対 象 者 ：国の事業継続力強化計画の認定を受けた中小企業者
助成内容：認定を受けた市内中小企業者に奨励金（10万円）を支給

事業者連携買い物支援事業 1,300千円

移動販売支援事業費補助金新 1,000千円
移動販売の新規立上げや事業拡大を支援

対 象 者 ：移動販売を実施しようとする事業者（法人又は個人）
対象経費：移動販売車の購入費や改造費などの初期費用
補助金額：補助対象経費の１/２、上限額100万円

ワーク・ライフ・バランス促進事業 2,400千円

テレワーク人材養成事業新 1,400千円

多様な勤務形態の導入など職場環境整備を促進します。

働き方改革取組事例創出事業
市内事業所の働き方改革の取り組みを支援

新 700千円

経済環境の変化に対応した経営基盤の強化、事業継続力の支援に取り組みます。
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

① 地域経済を支えるまちづくり

農業都市ブランド力向上事業 5,723千円

くるめふるさと大使等の情報発信力を活用したPR事業

農業や農産物を紹介するプロモーションイベントの開催

新

2,136千円

道の駅活性化促進事業 12,749千円

大型屋根設計業務
イベント広場に大型屋根の設置

新 8,000千円

道の駅くるめの販売力強化など、更なる機能向上を図ります。

大型屋根の設置イメージ

「農業都市・久留米」の魅力を発信し、農業・農産物の理解促進を図ります。

農業・農産物の魅力発信事業 1,431千円

久留米ふるさと大使 藤吉久美子さん
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

① 地域経済を支えるまちづくり

水田農業等総合対策事業 136,384千円

園芸農業等総合対策事業 786,549千円

畜産振興総合対策事業 53,170千円

水田農業担い手機械導入支援事業
コンバイン、トラクターなどの導入にかかる経費の一部を助成

131,268千円

活力ある高収益型園芸産地育成事業
パイプハウス、省力機械などの整備等にかかる経費の一部を助成

357,300千円

産地生産基盤パワーアップ事業
低コスト耐候性ハウス、遮光ネットなどの整備等にかかる経費の一部を助成

404,106千円

ふくおかの畜産競争力強化対策事業
畜舎、飼料用機械などの整備等にかかる経費の一部を助成

38,505千円
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

② 文化・芸術・スポーツとにぎわいのあるまちづくり

観光プロモーション推進事業 25,564千円

広域観光連携・滞在時間延長促進事業
プロモーション強化を目的とした営業用ツール（旅行社向け冊子）の製作など

2,500千円

自衛隊関連観光商品造成事業
商品化に向けたプロモーションやツアーの実施

1,500千円

宿泊税

宿泊税

インバウンド推進事業 22,143千円

外国人観光客ニーズ調査事業
外国人観光客の動向や消費実態を調査

新 7,500千円

インバウンド推進事業費補助金
外国人観光客を受入れるための環境整備を支援

新 3,000千円

令和2年4月1日より、宿泊税が導入
観光振興に資する新規・拡充事業に宿泊税を活用します。

課税額：宿泊者一人一泊につき、200円
（うち市町村交付分 100円）

地域資源観光活用事業 18,240千円

地域おこし協力隊活動費等（2名） 8,992千円

観光案内機能強化事業
「くるめ観光案内マップ」システムの充実や利用促進

2,000千円



オリンピック・パラリンピック関連事業の主な取組み

事業 取組内容

キャンプサポート事業 ケニア、カザフスタン選手団への支援及び事前キャンプ受入

PR・イベント事業 両国を周知するためのPR活動、歓迎フラッグなど

交流事業 選手団とのスポーツ交流・文化交流・教育交流など

34

地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

② 文化・芸術・スポーツとにぎわいのあるまちづくり

歴史ルートづくり事業 18,130千円

ＭＩＣＥ誘致推進事業 100,000千円

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会による機運醸成やスポーツによる地域の活性化を図ります。

東京2020オリンピック・パラリンピック事前キャンプ等事業費補助金

88,833千円

聖火リレー運営費負担金新 9,878千円

久留米市の歴史遺産を活かし、魅力向上と地域の活性化に繋げていきます。

久留米入城400年記念実行委員会補助金
有馬家久留米入城400年〔2021年〕に向けての企画・PRなど

新 1,062千円
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地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

② 文化・芸術・スポーツとにぎわいのあるまちづくり

久留米シティプラザ 940,649千円（職員人件費を含む）

久留米シティプラザ施設管理費 494,538千円

ホームページ改修業務
公共施設予約システムを活用したWeb予約開始

新 3,266千円

久留米シティプラザ魅力向上・発信事業 17,112千円

SNSを活用した情報発信の強化
LINEを活用した公演情報等の発信

新 500千円

六角堂広場管理運営 29,569千円

文化・交流・活力を創出する様々な事業を展開します。

キッズプログラム
公演:令和2年5月3日～6日

【参考：久留米シティプラザ予算】 （単位：千円）

施設使用料など 134,893 施設管理費 494,538

駐車場使用料 18,500 魅力向上・発信事業 17,112

寄附金など 635 六角堂広場管理運営 29,569

チケット収入 116,012 提携ﾁｹｯﾄ等販売負担金 116,012

基金繰入金 7,600 返還金 176

職員人件費 283,242

歳入（計） 277,640 歳出（計） 940,649

収支差額 △ 663,009

歳入 歳出

・文化創造事業
多様かつ上質な文化芸術を鑑賞する機会の提供など

90,463千円

・まちなか賑わい創造事業（たまがる大道芸） 9,000千円

久留米シティプラザを活用した事業展開



〔展覧会の開催〕
・久留米市美術館の

コレクションing展
・白馬のゆくえ 小林萬吾と日本洋画50年
・ルート・ブリュック 蝶の軌跡
・没後35年 鴨居玲展
・生誕130年記念 髙島野十郎展

「とき・ひと・美をむすぶ美術館」

36

地方創生、経済成長・雇用（魅力と活力）のまちづくり

② 文化・芸術・スポーツとにぎわいのあるまちづくり

美術館事業 286,327千円

美術館指定管理料 172,049千円

美術品購入費 100,000千円

くるめの魅力発信事業 ２8,476千円

定住誘導推進事業 62,281千円

福岡都市圏等をターゲットに、久留米の魅力を発信します。

シティプロモーション推進事業費補助金 27,548千円

定住奨励補助金 55,631千円

市民の皆様に親しまれる美術館を目指します。

≪ぶどうとりんご≫ 1954年
髙島野十郎
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７．その他の主な事業

多文化共生の地域づくりに取り組みます。

多文化共生関連事業 16,434千円

新 外国人住民の相談・支援※相談員人件費含む

外国語対応相談員の配置

6,237千円

外国人受入環境整備事業
外国人材を活用したい農業者に対する研修会や相談会の実施

449千円 外国人介護人材受入支援事業
外国人技能実習生等が働くために必要となる研修支援

5,000千円

外国人等児童生徒サポート事業
外国語対応のサポーターを小学校〔24校〕・中学校〔9校〕に派遣

4,748千円

多言語音声翻訳アプリとタブレット機器の導入

※写真は総務省HP 「多文化共生の推進に関する研究会報告書」を参照

翻訳機の配備

新 新

拡
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その他の主な事業

e－市役所関連事業 115,811千円

ｅ-市役所の実現で
様々な業務の効率化
に取り組むよ。

文書管理・電子決裁システムの本格運用
意思決定の迅速化や事務の効率化

40,711千円庁内ネットワークのWi-Fi化 57,385千円

モバイルワークの推進 2,190千円

公共施設予約システムの機能向上
スマホ対応などシステムのバージョンアップ

7,865千円拡

RPAの本格導入 5,231千円

◆RPA（Robotic Process Automation）活用業務◆

特定疾患受給者証の負担区分確認作業（国民健康保険） など

・契約管理システムへの入力、電子入札の仕様書・図面アップロード

・市税還付口座入力業務

新
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その他の主な事業

e－広報推進事業 18,900千円

SNSによる情報発信の強化
LINEなどの活用による情報発信

1,980千円

記者会見の動画配信等 4,460千円

ホームページ運用管理
R2年度からホームページ検索エンジンのリニューアル

9,106千円

伝わる広報、時代に合った戦略的情報発信

転入などの異動届って時間かかるのよね。

システムの導入で、こう変わります。

 スキャニングにより入力軽減＝処理時間の短縮

 来庁者の受付から交付までの時間短縮

 来庁者の書類記載を最低限にし、負担軽減

 入力作業の誤り防止

窓口業務改善事業 18,593千円新

異動受付支援システムの導入
転出証明書をスキャニングして、住記システムに自動的にデータ連携

16,500千円

子育て・観光
・ごみに関する
メニューなど
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８．特別会計の主な事業
国民健康保険事業特別会計 33,846,000千円

CKD（慢性腎臓病）対策・啓発事業 9,226千円
久留米大学や医師会と連携した啓発活動の展開

介護保険事業特別会計 27,486,000千円

介護予防普及啓発事業 38,851千円
介護予防に資する運動や講座等の実施、普及・啓発

RPAの導入
特定疾患受給者証の負担区分確認作業など、業務の効率化

1,272千円新

医療費適正化特別対策費 27,281千円

国保連合会に委託し、給付事務の適正化・申請事務の効率化に取り組みます。

海外療養費・海外出産育児一時金に係る翻訳業務 … 外国語で記載された申請書類の翻訳 ⇒ 給付事務の適正化
特別調整交付金（結核・精神）申請支援業務 … 申請に必要なレセプトの抽出や内容確認 ⇒ 申請事務の効率化

新

生活支援体制整備事業
「支え合い推進会議」設置への取組

51,421千円

介護予防
（ケアトランポリン健康運動教室）

生活支援体制
（ボランティア養成講座）
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特別会計の主な事業

競輪事業特別会計 22,100,000千円

農業集落排水事業特別会計 288,000千円

農業集落排水施設ストックマネジメント 14,795千円
施設の機能診断及び最適整備構想（施設更新）の策定

新

産官学連携選手強化業務
久留米競輪所属の選手強化のための検査費用委託

新 2,165千円施設改修検討業務
施設最適化に向けた検討業務

新 4,847千円

後期高齢者医療事業特別会計 4,482,000千円

後期高齢者保健事業 18,683千円
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施

新

※事業イメージは厚生労働省HP
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について」の資料を参照
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９．主な新規事業
令和2年度の一般会計における新規事業は、52件 759,957千円です。
特別会計を含めますと、59件 802,495千円です。
このうち主な新規事業は、次のとおりです。

№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

1 12 学習用コンピュータ実証校 36,567
GIGAスクール構想の展開を見据え、実証校において、学習用コンピュータの効果的な活用の

調査研究と授業実践を行います。

2 12

教育ICT推進コーディネー

ター（小学校1校・中学校

10校）

17,726
教務担当主幹教諭等を教育ICTを推進するコーディネーターとして専任化し、後補充として非

常勤講師を配置します。

3 13
スコア型英語4技能検定

（GTEC）の実施
22,602

英語力の向上を図るため、4技能（読む・聞く・書く・話す）の英語力を把握し、授業改善に活

用します。※令和2年度のみ中学2年生に加え3年生を対象とします。

4 15
保育士奨学金返済支援費

補助金
960

保育士の人材確保と離職防止を目的に、奨学金を利用して保育士資格を取得し、久留米市

内の保育施設等に常勤雇用として就職した保育士が、奨学金を返済するために要した費用の

一部を助成します。

5 15
3歳未満児保育所等入所確

保事業費補助金
25,200

保育需要の受け皿確保・待機児童解消を図ることを目的として、3歳未満児を積極的に受け

入れる保育所等へ補助を行います。

6 23
避難情報配信サービスの導

入
1,902

スマートフォンを所有していない情報弱者等を対象に、避難準備情報や避難勧告等を事前に

登録された電話に音声で伝達します。

7 24
市街地浸水対策事業

（一般会計事業）
107,050

市街化の進展に伴う土地利用の変化や、近年増加している集中的な豪雨による浸水被害の

軽減を図るため、ハード・ソフト両面から浸水対策事業に取り組みます。



№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

8 30
事業継続力強化促進奨励

金
5,000

災害リスクに対応した事業継続力を強化するため、中小企業者が事前対策として取り組む防

災・減災計画の策定を支援します。

9 ー 議場バリアフリー改修 1,290 議場（本庁舎19階）バリアフリー対応のため、スロープと手摺を設置します。

10 － ライフデザインセミナー 500
結婚や子育てを応援する取り組みを促進するため、若い世代を対象としたライフデザインセミナー

を開催します。

11 ー 全国やきとリンピック 3,000
「第14回全国やきとリンピック」が久留米市で開催されるため、その運営事業費の一部を支援し

ます。（宿泊税充当事業）

12 ー
がんばる久留米の市立高校

応援事業
351

ふるさと納税を活用した市立高校応援寄付により、南筑高校と久留米商業高校の教育環境の

向上に向けた学校の備品整備、全国レベルでの活躍が期待される部活動に対する支援を行い

ます。

13 －
中央図書館内部リニューアル

工事
17,404

現在５ヵ所に分かれている中央図書館の窓口を1階総合カウンターに集約し、業務のワンストッ

プ化による利便性と利用者対応の質の向上を図ります。

№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

1 12 教育ICT活用事業 2,893,071
国のGIGAスクール構想に基づき、校内通信ネットワークの整備及び児童生徒1人1台に向けた

学習用コンピュータの整備に取り組みます。

2 23 防災重点ため池対策事業 25,200 防災重点ため池について、ため池機能の適切な維持・補強に向けた耐震調査を行います。

3 29
新インキュベーション施設整備

補助金
398,362 福岡県と共に、久留米リサーチ・パークが行う新施設整備の支援を行います。

令和元年度一般会計 3月補正予算における新規事業は、 3件 3,313,633千円です。
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問 合 せ 先

担 当 課：総合政策部 財政課

担 当：筬島、田中、浅野

電話番号：0942-30-9117


